
実務対応報告公開草案12号に対するコメント

 前略、貴委員会のこれまでの活動に心より敬意を表します。
 さて、標記件につき、下記2点をお送りいたします。
 検討いただければ幸甚です。

 １）「役員への支給を費用として処理し、これまでの利益処分による役員賞与と同様に
 当期末後の株主総会において役員の職務に関連する支給額を決議しようとする場合」
 については、引き続き検討するとのことですが、
 できれば、今回事例に加えていただきたい。
 引当金額を未処分利益にadd-backしてから利益処分を行うようにすることにならざ
 るを得ない
 と考えます。

 ２）上場企業では稀だと思われますが、
 もし取締役会で役員賞与が否決ないし金額修正された場合には、
 「費用処理」方式を採っている企業がどのように処理するかを明示いただきたい。
 以上
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